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序
「
新
学
部
『
総
理
の
意
向
』　

加
計
学
園
計
画　

文
科
省
に
記
録
文
書　

内
閣
府
、
早
期
対
応
求
め
る
」

学
校
法
人
「
加
計
学
園
」
の
獣
医
学
部
新
設
を
め
ぐ
る
朝
日
新
聞
の
報
道
は
、
2
0
1
7
年
5
月
17
日
の
朝
刊
1
面

ト
ッ
プ
で
掲
載
し
た
こ
の
ス
ク
ー
プ
で
本
格
化
し
た
。
そ
れ
か
ら
1
年
半
以
上
経
つ
が
、
18
年
秋
の
自
民
党
総
裁
選
の

最
中
も
繰
り
返
し
論
点
に
な
る
な
ど
、
数
々
の
文
書
や
証
言
な
ど
で
浮
上
し
た
学
部
新
設
の
経
緯
を
め
ぐ
る
多
く
の
疑

問
は
、
と
て
も
解
消
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

各
論
に
入
る
前
に
、
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
問
題
と
は
何
か
。
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

愛
媛
県
や
同
県
今
治
市
、
加
計
学
園
は
安
倍
政
権
下
で
創
設
さ
れ
た
「
国
家
戦
略
特
区
」
と
い
う
制
度
を
使
っ
て
、

国
内
で
約
半
世
紀
ぶ
り
と
な
る
獣
医
学
部
の
新
設
を
計
画
し
た
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
の
一
連
の
過
程
で
、
学
園

の
加
計
孝
太
郎
理
事
長
と
安
倍
晋
三
首
相
が
米
国
留
学
時
代
か
ら
の
「
腹
心
の
友
」（
首
相
）だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
内

閣
府
、
首
相
官
邸
側
が
2
0
1
8（
平
成
30
）年
4
月
に
獣
医
学
部
を
開
学
で
き
る
よ
う
文
科
省
に
強
く
求
め
る
内
容
が

記
さ
れ
た
同
省
の
文
書
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
、
文
科
省
官
僚
ト
ッ
プ
だ
っ
た
人
物
が
「
行
政
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
」
な
ど

と
証
言
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
学
部
新
設
に
つ
い
て
安
倍
首
相
も
含
め
た
首
相
官
邸
側
の
関
与
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
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が
問
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
朝
日
新
聞
が
入
手
し
た
文
書
に
は
、
獣
医
学
部
新
設
に
つ
い
て
文
科
省
の
課
長
ら
が
国
家
戦
略
特
区
を

担
当
す
る
内
閣
府
の
幹
部
か
ら
言
わ
れ
た
と
さ
れ
る
内
容
と
し
て
、〈
設
置
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
治
市
の
区
域
指

定
時
よ
り
「
最
短
距
離
で
規
制
改
革
」
を
前
提
と
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
は
総
理
の
ご
意

向
だ
と
聞
い
て
い
る
〉と
の
記
述
が
あ
っ
た
。
別
の
文
書
に
は
、〈
平
成
30
年
4
月
開
学
を
大
前
提
に
、
逆
算
し
て
最
短

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
、
共
有
い
た
だ
き
た
い
。（
略
）こ
れ
は
官
邸
の
最
高
レ
ベ
ル
が
言
っ
て
い
る
こ
と
〉と
あ

り
、〈
獣
医
学
部
新
設
を
1
校
に
限
定
す
る
か
は
政
治
的
判
断
で
あ
る
〉と
の
文
言
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
獣
医
学
部
に
関
す
る
手
続
き
が
進
ん
で
い
た
当
時
の
文
科
省
官
僚
ト
ッ
プ
の
事
務
次
官
だ
っ
た
前
川
喜
平

氏
が
、
朝
日
新
聞
、「
週
刊
文
春
」
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
記
者
会
見
で
、
一
連
の
文
書
に
つ
い
て
「
獣
医
学
部
の

新
設
に
つ
い
て
、
自
分
が
昨
年（
2
0
1
6
年
）秋
に
担
当
の
専
門
教
育
課
か
ら
説
明
を
受
け
た
際
、
示
さ
れ
た
も
の

だ
」「
踏
む
べ
き
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
ず
に
飛
び
越
え
ろ
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
感
じ
、
筋
を
通
そ
う
に
も
通
せ
な
か
っ
た
。

行
政
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
」
な
ど
と
証
言
し
た
。

文
書
や
証
言
か
ら
は
、
国
家
戦
略
特
区
を
担
当
す
る
内
閣
府
が
「
総
理
の
ご
意
向
」「
官
邸
の
最
高
レ
ベ
ル
が
言
っ

て
い
る
」
な
ど
の
言
葉
を
使
っ
て
、
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
の
「
平
成
30
年
4
月
」
開
学
を
強
く
主
張
し
て
い
た
構
図

が
浮
か
び
、
結
果
的
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。

そ
の
後
も
、
前
川
氏
の
証
言
や
数
々
の
文
書
に
よ
っ
て
、
萩
生
田
光
一
内
閣
官
房
副
長
官
や
和
泉
洋
人
首
相
補
佐
官

と
い
っ
た
首
相
官
邸
の
幹
部
が
、
獣
医
学
部
新
設
の
経
緯
に
強
く
関
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
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2
0
1
8
年
に
入
っ
て
も
、
朝
日
新
聞
は
新
た
な
文
書
を
ス
ク
ー
プ
し
た
。
2
0
1
5
年
4
月
2
日
に
当
時
の
柳
瀬

唯
夫
首
相
秘
書
官
が
、
愛
媛
県
や
今
治
市
の
担
当
課
長
、
加
計
学
園
事
務
局
長
と
面
会
し
た
際
、
獣
医
学
部
新
設
に
つ

い
て
「
本
件
は
、
首
相
案
件
」
と
語
っ
た
と
記
さ
れ
た
愛
媛
県
の
記
録
だ
。
首
相
秘
書
官
は
常
に
首
相
と
行
動
を
共
に

し
、
報
告
を
上
げ
る
立
場
に
あ
る
側
近
中
の
側
近
だ
。
そ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
文
書
や
証
言
は
、
お
も
に
内
閣

府
と
文
科
省
の
間
の
協
議
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
首
相
秘
書
官
か
ら
学
部
新
設
の
当
事
者
で
あ
る
愛
媛
県
、
今
治

市
、
加
計
学
園
へ
の
「
発
言
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
新
た
な
構
図
が
浮
上
し
た
。
柳
瀬
氏
は
2
0
1
7
年
7
月
25
日
の

参
院
予
算
委
員
会
で
、
こ
の
面
会
に
つ
い
て
「
私
の
記
憶
す
る
限
り
は
お
会
い
し
て
い
な
い
」
と
複
数
回
、
答
弁
し
て

い
た
。
だ
が
、
中
村
時
広
愛
媛
県
知
事
が
記
者
会
見
で
、
こ
の
文
書
を
愛
媛
県
職
員
が
作
っ
た
も
の
だ
と
認
め
る
と
、

柳
瀬
氏
は
2
0‌

1
8
年
5
月
10
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
「
加
計
学
園
の
方
、
そ
の
関
係
者
の
方
と
面
会
し
た
」
と
述

べ
た
。
一
方
で
、
愛
媛
県
や
今
治
市
の
職
員
が
面
会
に
同
席
し
て
い
た
か
は
「
今
で
も
わ
か
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

「
首
相
案
件
」
発
言
に
つ
い
て
は
、「（
そ
う
）申
し
上
げ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
獣
医
学
部
新
設
を
め
ぐ
り
、
愛
媛
県
職
員
が
、
加
計
学
園
側
か
ら
2
0
1
5
年
2
月
に
学
園
の
加
計
孝
太
郎

理
事
長
が
安
倍
晋
三
首
相
と
面
会
し
た
、
と
い
う
報
告
を
受
け
、
そ
の
際
の
首
相
の
発
言
と
さ
れ
る
内
容
を
文
書
に
記

録
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
文
書
に
は
、
加
計
氏
が
首
相
に
「
今
治
市
に
設
置
予
定
の
獣
医
学
部
で
は
、
国
際
水

準
の
獣
医
学
教
育
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を
説
明
」
と
記
載
。「
首
相
か
ら
は
『
そ
う
い
う
新
し
い
獣
医
大
学
の
考
え
は

い
い
ね
。』
と
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
安
倍
首
相
は
、
加
計
氏
に
つ
い
て
「
私
の
地
位
を
利
用
し
て
何
か
を
な
し
遂
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
一
度

も
な
く
、
獣
医
学
部
の
新
設
に
つ
い
て
相
談
や
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
は
一
切
な
い
」
と
答
弁
。
ま
た
、
学
園
の
獣
医
学
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部
新
設
計
画
を
知
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
国
家
戦
略
特
区
諮
問
会
議
で
学
園
が
学
部
設
置
の
事
業
者
に
決
ま
っ
た

「
2‌
0
1
7
年
1
月
20
日
」
と
も
説
明
し
て
い
た
。
加
計
学
園
側
が
愛
媛
県
側
に
報
告
し
た
と
す
る
文
書
の
内
容
が
事

実
だ
と
す
れ
ば
、
首
相
の
説
明
は
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

加
計
理
事
長
は
2
0
1
8
年
6
月
19
日
、
岡
山
市
で
記
者
会
見
し
、
愛
媛
県
の
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
加
計
氏
と
安

倍
晋
三
首
相
の
面
会
に
つ
い
て
、「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
否
定
し
た
う
え
で
、
文
書
に
書
か
れ
た
内
容
は
学
園
の
渡
邉
良

人
事
務
局
長
の
不
適
切
な
言
動
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
、
渡
邉
氏
を
減
給
処
分
に
し
た
と
発
表
。「
我
々
は
何
十
年
来

の
友
達
。
仕
事
の
こ
と
を
話
す
の
は
や
め
よ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
や
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
加
計
理
事
長
は
10
月

7
日
に
も
今
治
市
で
記
者
会
見
し
、
首
相
と
の
面
会
に
つ
い
て
、「
記
録
が
な
い
っ
て
こ
と
は
会
っ
て
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
語
っ
た
。
一
方
で
、
愛
媛
県
の
文
書
に
つ
い
て
は
「
聞
い
て
は
お
り
ま
す
。

見
て
は
お
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
文
書
そ
の
も
の
を
読
ま
ず
に
会
見
に
臨
ん
だ
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

一
連
の
文
書
や
前
川
氏
の
証
言
の
ほ
か
に
も
、
国
家
戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
議
事
要
旨
に
、
出
席
し
て

い
た
加
計
学
園
側
の
発
言
が
ま
る
ま
る
載
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
愛
媛
県
幹
部
の
発
言
が
不
自
然
な
形
で
省
略
さ
れ
た

り
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

安
倍
首
相
や
文
書
に
名
前
が
出
て
き
た
萩
生
田
氏
、
和
泉
氏
、
柳
瀬
氏
、
内
閣
府
幹
部
は
獣
医
学
部
新
設
の
手
続
き

に
不
適
切
に
関
与
し
た
こ
と
を
強
く
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
報
道
各
社
の
世
論
調
査
で
は
、
い
ま
だ
に
こ
う
し
た

政
権
側
の
説
明
に
納
得
し
て
い
な
い
人
は
多
い
。
18
年
9
月
の
自
民
党
総
裁
選
で
、
安
倍
首
相
の
対
抗
馬
だ
っ
た
石
破

茂
・
元
幹
事
長
は
「
森
友
・
加
計
」
問
題
を
念
頭
に
「
正
直
」「
公
正
」
な
政
治
を
掲
げ
、
事
前
の
予
想
を
上
回
る
党
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員
票
を
獲
得
し
た
。
こ
の
二
つ
の
問
題
が
終
わ
っ
た
と
は
と
て
も
い
え
な
い
。
取
材
は
、
今
も
続
い
て
い
る
。

加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
問
題
は
東
京
社
会
部
の
水
沢
健
一
、
編
集
委
員
の
氏
岡
真
弓
が
ス
ク
ー
プ
の
端
緒
と
な

る
事
実
を
掘
り
起
こ
し
た
。
さ
ら
に
、
東
京
社
会
部
の
根
岸
拓
朗
、
木
原
貴
之
、
岡
戸
佑
樹
、
久
保
田
一
道
ら
多
く
の

記
者
が
取
材
に
加
わ
り
、
そ
の
後
の
数
々
の
特
報
に
結
び
つ
け
た
。
ま
た
、
特
別
報
道
部
の
野
沢
哲
也
、
岡
崎
明
子
、

星
野
典
久
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
「
国
家
戦
略
特
区
」
の
問
題
点
の
取
材
に
着
手
し
て
お
り
、
社
会
部
の
取
材
班
と

情
報
を
幅
広
く
共
有
し
た
こ
と
が
、
手
厚
い
報
道
に
つ
な
が
っ
た
。
政
治
部
の
南
彰
は
加
計
・
森
友
両
学
園
問
題
が
焦

点
に
な
っ
た
国
会
審
議
を
通
じ
、「
政
と
官
」「
国
会
審
議
」
の
あ
り
方
を
真
正
面
か
ら
問
う
た
。
編
集
委
員
の
奥
山
俊

宏
は
公
文
書
管
理
や
公
益
通
報
の
あ
り
よ
う
を
提
起
し
続
け
た
。
東
京
社
会
部
の
野
村
周
は
、
豊
富
な
調
査
報
道
の
経

験
を
も
と
に
常
に
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
重
要
な
ス
ク
ー
プ
を
発
掘
し
、
裏
取
り
に
走
っ

た
記
者
た
ち
が
い
た
。

さ
ら
に
、
東
京
社
会
部
長
の
長
谷
川
玲
は
取
材
班
を
束
ね
、
取
材
や
原
稿
に
対
し
て
冷
静
で
、
と
き
に
厳
し
い
目
を

向
け
な
が
ら
も
、
私
た
ち
を
鼓
舞
し
、
激
励
し
続
け
た
。「
森
友
学
園
や
加
計
学
園
の
問
題
を
め
ぐ
る
政
府
の
情
報
開

示
姿
勢
を
問
う
一
連
の
報
道
」
が
第
18
回
石
橋
湛
山
記
念
早
稲
田
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
の
「
公
共
奉
仕
部
門
」
で
大

賞
を
、「
財
務
省
に
よ
る
公
文
書
の
改
ざ
ん
を
め
ぐ
る
一
連
の
ス
ク
ー
プ
」（
東
京
社
会
部
・
大
阪
社
会
部
の
取
材
班
）が
2

0‌

1
8
年
度
の
新
聞
協
会
賞
を
受
賞
し
た
が
、
い
ず
れ
も
長
谷
川
の
指
揮
の
下
で
生
ま
れ
た
報
道
で
あ
る
。
ゼ
ネ
ラ
ル

エ
デ
ィ
タ
ー
兼
東
京
本
社
編
集
局
長
の
中
村
史
郎
も
同
様
に
、「
権
力
監
視
を
通
じ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
あ
り
よ

う
に
つ
い
て
、
私
た
ち
と
と
も
に
考
え
、
走
っ
て
く
れ
た
。（
い
ず
れ
も
肩
書
は
当
時
）
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そ
し
て
、
朝
日
新
聞
の
取
材
班
は
18
年
6
月
、
森
友
問
題
、
加
計
問
題
を
ど
う
掘
り
起
こ
し
、
ど
う
報
じ
て
い
っ
た

の
か
を
中
心
に
、
一
連
の
取
材
の
「
中
間
報
告
」
と
し
て
、『
権
力
の
「
背
信
」　
「
森
友
・
加
計
学
園
問
題
」
ス
ク
ー

プ
の
現
場
』（
朝
日
新
聞
出
版
）を
出
版
し
た
。
二
つ
の
問
題
を
時
系
列
で
取
り
上
げ
、
記
者
た
ち
の
地
を
這
う
よ
う
な
取

材
の
現
場
や
、
こ
の
問
題
が
国
会
審
議
、
政
治
・
行
政
の
現
場
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
か
を
詳
述
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
森
友
・
加
計
問
題
を
通
じ
て
、
規
制
改
革
の
あ
り
方
や
、「
政
と
官
」
の
関
係
、
公
文
書
管
理
な
ど
、

今
の
政
治
が
抱
え
る
問
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
本
書
で
は
、『
権
力
の
「
背
信
」』
を
受
け
る
形
で
と
く
に
加
計

学
園
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
獣
医
学
部
新
設
の
過
程
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
少
し
視
点
を
引
い
て
、
今
の
政
治
・
行

政
の
土
台
に
光
を
当
て
た
。
2
冊
を
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
加
計
問
題
そ
の
も
の
に
加
え
、
背
後
に
あ
る
本

質
的
な
問
題
が
よ
り
広
く
、
深
く
ご
理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

本
書
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
な
る
「
序
」
を
西
山
公
隆
、「
Ⅰ
特
区
制
度
の
光
と
影
」
を
野
沢
、
岡
崎
、
星
野
、「
Ⅱ 

形
骸
化
す
る
国
会
、
揺
れ
る
政
と
官
」
を
南
、「
Ⅲ
崩
れ
る
公
文
書
」
を
西
山
と
久
保
田
、
公
文
書
に
関
す
る
コ
ラ
ム

と
「
Ⅳ
公
益
の
た
め
の
内
部
告
発
と
は
」
を
奥
山
、「
Ⅴ
大
学
と
地
域
活
性
化
」
を
西
山
が
、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
た
。

ま
た
、
岩
波
書
店
編
集
部
の
依
頼
に
よ
り
、
第
三
者
の
視
点
か
ら
、
元
読
売
新
聞
記
者
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
谷
昭

宏
氏
に
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。

「
政
事
は
豆
腐
の
箱
の
如
し
、
箱
ゆ
が
め
ば
豆
腐
ゆ
が
む
」

江
戸
時
代
に
農
村
改
革
を
指
導
し
た
二
宮
尊
徳
が
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
本
は
、
今
、
政
治
と
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い
う
「
箱
」
に
歪
み
が
出
て
い
な
い
か
を
、
加
計
学
園
問
題
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

朝
日
新
聞
文
化
く
ら
し
報
道
部
生
活
担
当
部
長（
前
・
東
京
社
会
部
次
長
）　

西
山
公
隆



特
区
制
度
の
光
と
影

I

国家戦略特区諮問会議で挨拶する安倍晋三首相（右端）．2016 年 2 月 5日，首相官邸．
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1　

李
下
に
立
っ
た
安
倍
首
相

蒸
し
暑
く
、
長
い
一
日
だ
っ
た
。

2
0
1
7
年
7
月
24
日
、
国
会
議
事
堂
の
3
階
に
あ
る
衆
院
第
1
委
員
会
室
に
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
、
そ
し
て
日
本
中

の
人
々
の
視
線
が
注
が
れ
た
。
安
倍
晋
三
首
相
を
は
じ
め
、
加
計
学
園
問
題
で
「
行
政
の
ゆ
が
み
」
を
告
発
し
た
前
川

喜
平
・
元
文
部
科
学
事
務
次
官
、「
ゆ
が
ん
だ
行
政
が
た
だ
さ
れ
た
」
と
主
張
す
る
加
戸
守
行
・
元
愛
媛
県
知
事
ら
、

キ
ー
マ
ン
と
さ
れ
た
面
々
が
列
席
し
、
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
を
め
ぐ
る
集
中
審
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。

安
倍
首
相
か
ら
驚
き
の
発
言
が
飛
び
出
し
た
の
は
、
野
党
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
立
っ
た
民
進
党
の
大
串
博
志

氏
の
質
問
に
対
し
て
だ
。

大
串
氏　
「
総
理
は
、
加
計（
孝
太
郎
・
加
計
学
園
）理
事
長
が
こ
の
獣
医
学
部
新
設
を
特
区
に
お
い
て
申
請
さ
れ
て
い

る
と
知
ら
れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
」

首
相　
「
加
計
学
園
の
申
請
が
認
め
ら
れ
た
国
家
戦
略
特
区
諮
問
会
議
に
お
い
て
私
の
知
る
と
こ
ろ
に
至
っ
た
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
」

大
串
氏　
「
正
確
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
す
か
」
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首
相　
「
こ
れ
は
で
す
ね
、（
2
0
1
7
年
）1
月
20
日
に
加
計
学
園
の
申
請
が
正
式
に
決
定
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」

大
串
氏　
「
加
計
学
園
が
申
請
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
今
年
の
1
月
に
認
め
ら
れ
た
と
き
に
初
め
て
知
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
か
」

首
相　
「
知
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
今
申
し
上
げ
た
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」

委
員
会
室
は
ど
よ
め
き
、
野
党
議
員
か
ら
「
え
え
ー
」「
う
そ
だ
ろ
ー
」
と
声
が
漏
れ
た
。

安
倍
首
相
は
加
計
理
事
長
を
「
腹
心
の
友
」
と
呼
び
、
国
会
で
の
首
相
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
第
2
次
安
倍
政
権
に
な

っ
た
2
0
1
2
年
末
以
降
、
少
な
く
と
も
19
回
、
ゴ
ル
フ
や
食
事
を
と
も
に
し
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
、
加
計
氏
の
悲

願
で
あ
っ
た
獣
医
学
部
新
設
の
こ
と
を
、
首
相
は
17
年
1
月
20
日
に
な
っ
て
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
の
だ
。

今
治
市
と
愛
媛
県
は
07
年
以
降
、
小
泉
政
権
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
「
構
造
改
革
特
区
」
の
制
度
を
利
用
し
て
獣
医
学

部
を
つ
く
る
提
案
を
15
回
も
繰
り
返
し
、
却
下
さ
れ
て
き
た
。
5
回
目
の
提
案
ま
で
は
加
計
学
園
と
の
共
同
申
請
で
あ

り
、
そ
の
後
も
同
学
園
の
誘
致
は
前
提
だ
っ
た
。
加
戸
氏
は
同
じ
集
中
審
議
の
場
で
「
愛
媛
県
に
と
っ
て
は
ず
っ
と
加

計
あ
り
き
で
き
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

ま
た
加
計
氏
は
16
年
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
、
当
時
の
山
本
有
二
農
林
水
産
相
、
松
野
博
一
文
部
科
学
相
、
山
本
幸

三
地
方
創
生
相
ら
を
相
次
い
で
訪
ね
、
山
本
農
水
相
、
山
本
地
方
創
生
相
と
は
獣
医
学
部
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
い
る
。

今
治
市
と
加
計
学
園
の
「
二
人
三
脚
」
は
関
係
者
に
と
っ
て
は
周
知
の
事
実
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
40
年
来
の

親
友
だ
っ
た
首
相
ひ
と
り
だ
け
が
最
後
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

　

―
―

　

。
こ
の
誰
の
目
に
も
不
自
然
な
答
弁
を
、
安
倍
首
相

は
な
ぜ
あ
え
て
口
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
糸
口
に
、
加
計
学
園
問
題
か
ら
見
え
た
、




